
福島ロボットテスト

フィールド内に作られ

たプラント（下）と、

水の中に浮かぶ民家

（共に筆者撮影）。

∴∴∴∴： 　　　　∴∴言∴ ����� �■タ’ ベ三の算 
．∴ 　　／／ま袈聖響／緬／／～ 

〇〇〇〇〇〇° 

一∴∴∴ ∴．∴∴∴∴ �－1－iiE王；雪王墓墜璽里＿　　　　　務 ，ンベ �����∴∴ ���木目 

“ヽ 

め　　　　　　　／弐 ／；／／SEiE国書重さ各室 � � �� 

∵iiii雪雲雲量害！iiiここ＝＝雪害＝王室－ 「∴ ∴∴〃OjiSE〇〇巨星e ����三三三 � 

／／宏 ∴「∴ 

l ／リー－登塑型墾田墨田園田害悪－一一一一一一一一一一一一一一一一四琶墾醜／、 ���� � 

副」＿＿＿ � �董 ��� 
副「百一二‾‾－ �‾）‾二二富璃 ����）　　　　　　　　を多 　ヽ00－ ∴： ∴「l �����一　　　　　　　　　　　　　口　　→：　ゝ　　　∴ 

影響国輩田園／調／棚日登饗，／／ ∴ ∴∴－∴‾‾ �����　　　　　　　　　　　ヽ　　　　　　　　／∴ ∴∴ 

∴∴∴ 　ゝ　　　÷－－－「－亨－鴫 ����類書■嚢」 � �彩　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／／／彩 

∴　　　∴∴∴∴ �二一／王国 �� � � � �11（ I 　　　　輔／／頻／／ 

／／ � ������ � �ヽ　　　　ヽ　　　ヽ �� 

絨 ������ � �／毛／ ∴ � 

i霧三 � � � � � � � � ��iろ撥／／／／ 　　　／緩 

∵：∴∴　一 言∴一∴∴ 

／ � 

／’多彩等響毅、／ 霧懇／フ／／／彰 ／／；彩綴懲／ �．∴：∴∴ ��� ��↑i■●へ ∴∴∴∴ ∴∴ 「 � � �： 
／　　／ 

／／築夢／／ 20．20；5／紹 � �� �＿＿－＿国璽霊＝：圃 �� �� �萎穂　童講亨一画聞聞 
世界SEKAl ������ ���� 

一
考
∴
∴
．
〇

彊
期
類
載
ル
ポ

復
興
予

2
6
兆
円

国
策
プ

「
福
島
イ
ノ

「
…
…
同
時
に
、
復
興
が
単
な
る
復
旧
に

終
わ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
研
究
フ
ィ

ー
ル
ド
は
再
エ
ネ
一
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
の
水

素
製
造
拠
点
と
し
て
は
、
世
界
最
大
で
あ
り

ま
す
。
加
え
て
、
ロ
ボ
ッ
ト
テ
ス
ト
フ
ィ
ー

ル
ド
な
ど
、
国
と
し
て
、
浜
通
り
を
、
世
界

最
先
端
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
コ
ー
ス
ト
と

す
べ
く
、
全
力
を
挙
げ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。
未
来
を
見
据
え
て
、
皆
で
新
し
い

福
島
を
つ
く
っ
て
い
く
。
そ
の
中
で
、
避
難

し
て
お
ら
れ
る
方
々
に
と
ど
ま
ら
ず
、
こ
の

浜
通
り
に
移
住
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
考
え
の
下
、
従
来
の

交
付
金
を
拡
充
い
た
し
ま
し
て
、
魅
力
あ
る

働
く
場
づ
く
り
、
そ
し
て
移
住
の
推
進
に
重

点
を
大
き
く
振
り
向
け
て
ま
い
り
ま
す
」

三
月
七
日
、
安
倍
首
相
は
福
島
県
を
訪
問
。

一
四
日
に
再
開
予
定
の
I
R
常
磐
線
双
葉
駅

を
視
察
し
、
常
磐
自
動
車
道
の
常
磐
双
葉
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
開
通
式
や
、
浪
江
町
の
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東
日
本
大
震
災
慰
霊
碑
な
ど
を
訪
れ
た
。
最

後
に
福
島
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
フ
ィ
ー
ル

・
ド
の
開
所
式
に
出
席
。
そ
の
後
、
「
特
定
復

興
再
生
拠
点
の
整
備
を
進
め
て
、
避
難
生
活

を
送
っ
て
い
る
方
々
が
浜
通
り
に
帰
れ
る
よ

う
に
努
力
を
重
ね
る
」
と
し
て
述
べ
た
の
が
、

冒
頭
の
言
葉
だ
。

国
が
「
全
力
を
挙
げ
る
」
と
い
う
「
福
島

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
コ
ー
ス
ト
構
想
」
（
以

下
、
イ
ノ
ベ
構
想
）
は
、
東
日
本
大
震
災
お
よ

び
原
子
力
災
害
で
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
浜

通
り
地
域
に
、
新
た
な
産
業
基
盤
を
築
く
こ

と
を
目
指
す
巨
大
な
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
。

構
想
の
発
端
は
二
〇
一
四
年
、
当
時
の
経

歴
省
副
大
臣
・
原
子
力
災
害
現
地
対
策
本
部

長
だ
っ
た
赤
羽
一
嘉
（
公
明
党
）
が
開
い
た
研

究
会
に
さ
か
の
ぼ
る
。
赤
羽
座
長
以
下
、
内

堀
雅
雄
副
知
事
（
当
時
）
、
地
元
の
市
町
村
長
、

産
官
学
の
有
識
者
な
ど
が
参
加
。
構
想
で
は

「
廃
炉
」
「
ロ
ボ
ッ
ト
」
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
「
環

境
・
リ
サ
イ
ク
ル
」
「
農
林
水
産
」
の
主
要

五
分
野
に
関
す
る
研
究
開
発
拠
点
等
を
整
備

し
、
そ
れ
ら
を
活
用
し
て
最
先
端
産
業
の
集

積
を
進
め
る
と
し
た
。

イ
ノ
ベ
構
想
の
発
足
し
た
経
緯
を
、
福
島

県
の
外
郭
団
体
で
あ
る
公
益
財
団
法
人
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
・
コ
ー
ス
ト
構
想
推
進
機
構
の

専
務
理
事
兼
事
務
局
長
、
伊
藤
泰
夫
さ
ん
は

こ
う
説
明
す
る
。

「
原
発
事
故
の
中
で
復
興
を
し
て
い
く
に

あ
た
り
、
何
か
特
別
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
考

え
な
い
と
、
こ
の
抱
域
を
人
が
い
る
環
境
に

す
る
の
は
難
し
い
だ
ろ
う
と
。
そ
こ
で
赤
羽

さ
ん
が
私
的
研
究
会
を
起
こ
し
、
ど
ち
ら
か

と
い
う
と
国
主
導
で
始
め
ら
れ
た
よ
う
に
聞

い
て
お
り
ま
す
。
原
発
事
故
は
国
の
社
会
的

責
任
が
あ
る
。
責
任
を
取
る
意
味
で
も
国
策

で
進
め
て
い
き
た
い
と
い
う
こ
と
も
あ
る
で

し
ょ
う
し
、
原
子
力
発
電
所
に
代
わ
る
仕
事

を
生
み
出
す
た
め
に
も
、
そ
こ
に
関
わ
る
よ

う
な
形
で
進
め
て
き
た
と
。
ま
ず
は
廃
炉
が

あ
っ
て
、
技
術
開
発
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な

い
。
高
線
量
の
中
で
作
業
を
進
め
て
い
く
に

は
占
ポ
ッ
ト
技
術
の
開
発
も
重
要
で
す
。
そ

う
い
う
意
味
で
は
必
要
性
の
あ
る
構
想
で
あ

っ
た
と
思
い
ま
す
」

二
〇
一
七
年
五
月
に
福
島
復
興
再
生
特
別

措
置
法
（
福
島
特
措
法
）
が
改
正
さ
れ
る
と
、

イ
ノ
ベ
構
想
は
そ
の
中
に
盛
り
込
ま
れ
た
。

次
い
で
二
〇
一
九
年
末
に
は
「
福
島
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
・
、
コ
ー
ス
十
構
想
を
基
軸
と
し
た

産
業
発
展
の
青
写
真
」
と
し
て
、
復
興
庁
、

経
産
省
、
福
島
県
の
三
者
で
ビ
ジ
ョ
ン
を
策

定
。
従
来
の
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
と
「
環
境
・

リ
サ
イ
ク
ル
」
を
一
つ
に
ま
と
め
、
新
た
に

「
医
療
関
連
」
「
兢
空
宇
宙
」
が
重
点
分
野
に

加
え
ら
れ
た
。

イ
ノ
ベ
構
想
の
具
体
的
な
取
り
組
み
と
し

て
は
、
「
あ
ら
ゆ
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
可
能
な

地
域
」
「
地
域
の
企
業
が
主
役
」
「
構
想
を
支

え
る
人
材
育
成
」
の
三
本
柱
が
謳
わ
れ
る
。

中
で
も
特
徴
的
な
．
の
は
「
あ
ら
ゆ
る
チ
ャ

レ
ン
ジ
が
可
能
な
地
域
」
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ

ー
だ
ろ
う
。


